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⽬指すべき（＝あるべき）国の姿
持続的成⻑と地域発展／安全・安⼼と豊かな⽣活／
地球課題対応・世界貢献／知の資産の持続的創出

検討の背景について（１）

世界及び⽇本の潮流
（⽇本の将来に影響を与えるもの）

国内外が直⾯する経済・社会的な課題

第５期基本計画の基本⽅針と重点取組

影響

＜具体的取組＞
第４章 未来の産業創造・社会変⾰ 第５章 課題への対応 第６章 基盤⼒の育成・強化
第７章 ⼈材・知・資⾦の好循環 第８章 国際 第９章 社会 第10章 実効性ある政策推進

基本⽅針（重点取組）の具体化

 「第５期科学技術基本計画に向けた中間取りまとめ」の基本的な構成は、以下の通り。

科学技術基本計画の20年間の成果と課題（第2章）

①未来の産業創造・社会変⾰ ②課題への対応 ③基盤⼒の育成・強化 ④⼈材・知・資⾦の好循環

ＩＣＴの進化、グローバル化の進展、ネットワーク化、イノベー
ションの創造プロセスの変化、⼈⼝減少、社会の成熟化、知の
フロンティア拡⼤ 等

少⼦⾼齢化、エネルギー・資源制約、⼤規模地
震、安全保障環境変化、地球規模課題 等

（キーワード）
新たな価値の創出、挑戦、システム化、
システム統合、基盤技術

（キーワード）
⽬下の課題への対応、
基盤技術
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検討の背景について（２）

 「科学技術イノベーション総合戦略2015」では、第５期基本計画を先取りし、以下のような取組を推進。

○ 科学技術基本計画の中⻑期の⽅針の下、科学技術イノベーション総合戦略では、各年度に重点的に取り組むべき項⽬を明確
化。基本計画と総合戦略を連動させることにより、効果的・効率的に科学技術イノベーションを推進。

○ 総合戦略2015では、第５期基本計画の始動に向けた政策分野等として、以下の５つの政策分野を提⽰。
・⼤変⾰時代における未来の産業創造・社会変⾰に向けた挑戦 ・「地⽅創⽣」に資する科学技術イノベーションの推進
・2020年東京オリンピック・パラリンピック競技⼤会の機会を活⽤した科学技術イノベーションの推進
・イノベーションの連鎖を⽣み出す環境の整備 ・経済・社会的課題の解決に向けた重要な取組

✓ ⼤変⾰時代における未来の産業創造・社会変⾰に向け
た挑戦

「⼤変⾰時代」の中、我が国の国際競争⼒を強化し持続的な発展
を実現していくことが、⼤きな課題。このため、新しいことに果敢に挑戦し、
新たな価値を積極的に⽣み出すとともに、我が国の強みを伸ばしつつ、
個別のシステムが分野や地域を超えて発展・統合し、ネットワーク化さ
れる「超スマート社会」の形成を世界に先駆けて⽬指す。

【重点的取組】
○ 幅広い関係者による未来の社会・産業の構想
○ チャレンジングな研究開発への投資と⼈材の強化（ＩｍＰＡＣＴ
の更なる発展・展開の検討と各府省への展開）
○ 我が国の強みを取り込みサービスや事業のシステム化に係るプロジェ
クトの実施（「経済・社会的課題への取組」の⼀環として実施）と
それらのシステムの更なる統合

○ 「超スマート社会」の実現に向けた共通基盤技術や⼈材の強化

✓ 経済・社会的課題の解決に向けた重要な取組
「未来の産業創造・社会変⾰」に先⾏し、あるべき経済・社会システムを構

想し、ＳＩＰを含め研究開発を組み合わせ（システム化）、産業競争⼒を
⽣み出す価値の連鎖（バリューチェーン）を形成。社会実装に向け2020年
までの成果⽬標を設定。
Ⅰ．クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現
ⅰ）エネルギーバリューチェーンの最適化
ⅱ）地球環境情報プラットフォームの構築
Ⅱ．国際社会の先駆けとなる健康⻑寿社会の実現
Ⅲ．世界に先駆けた次世代インフラの状地区
ⅰ）効率的かつ効果的なインフラ維持管理・更新の実現
ⅱ）⾃然災害に対する強靭な社会の実現
Ⅳ．我が国の強みを活かしＩｏＴ、ビッグデータ等を駆使した新産業の育成
ⅰ）⾼度道路交通システム ⅱ）新たなものづくりシステム
ⅲ）統合型材料開発システム（マテリアルズインテグレーションシステム）
ⅳ）地域包括ケアシステムの推進 ⅴ）おもてなしシステム
Ⅴ．農林⽔産業の成⻑産業化
ⅰ）スマート・フードチェーンシステム ⅱ）スマート⽣産システム
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検討の背景について（３）

 基盤技術に関して、「第５期科学技術基本計画に向けた中間取りまとめ」及び「科学技術イノベーション総合
戦略2015」において、以下のように記述。

→ このため、本検討会においては、こうした基盤的な技術について、今後の強化・重点化の在り⽅、研究開発の
推進⽅策の在り⽅等を検討。

【第５期科学技術基本計画に向けた中間取りまとめ】
４．未来の産業創造と社会変⾰に向けた取組（（３）「超スマート社会」の実現に向けた共通基盤技術の強化）
「超スマート社会」の実現に向けて、センサー、ロボティクス、先端計測、光・量⼦技術、素材、ナノテクノロジー、バイオテクノロジー等、我が国が

技術⾯で強みを有し、幅広いビジネス創出の可能性を秘める基盤的な技術を更に強化するとともに、統合的なシステムを⽀えるＩｏＴ、ビッグ
データ解析、数理科学、ＡＩ、サイバーセキュリティ等の基盤的な技術の強化を図る。
５．経済・社会的な課題への対応
上記（課題達成）の取組と並⾏して、それらの取組を横断的に⽀える基盤的な技術について先導的な研究開発を進めることは、様々な経

済・社会的課題の解決に貢献するのみならず、我が国の中⻑期的な視点から未来の産業創造・社会変⾰という観点からも重要である。このた
め、本基本計画の最終取りまとめに向け、４．に記載した「超スマート社会」の形成に向けた技術開発や国家戦略上重要な技術開発を含め、
こうした基盤的な技術の研究開発の推進⽅策について更に検討を⾏うこととする。

【科学技術イノベーション総合戦略2015】
第１部第１章 ⼤変⾰時代における未来の産業創造・社会変⾰に向けた取組（３．具体的取組（４）「超スマート社会」の実現に向けた

共通基盤技術や⼈材の強化）
「超スマート社会」の実現に向け、様々なサービスや事業に係る「システム化」の推進・⾼度化及びそれらの統合、さらには様々な分野での新た

なビジネス創出において鍵となる共通基盤技術、例えば、ＩｏＴ、ビッグデータ解析、数理科学、ＡＩ、サイバーセキュリティ、センサ、ロボット、素
材、ナノテクノロジー等について、それらの技術の重要性や我が国の強み・弱み等を勘案し、重点的に取り組むべき技術課題と達成⽬標及び時
期を明確にし、関係府省の連携の下で戦略的に研究開発を推進する。このため、来年度からの実施に向け、具体的な推進⽅策について検討
を進め、その内容を第５期基本計画に反映する。
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（参考）「超スマート社会」のイメージ

当⾯の取組

強み技術
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未来の産業・社会
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ビッグ
データ
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IoTIoT

セキュリティセキュリティ

システム化

センサセンサ ビッグ
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ビッグ
データ
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セキュリ
ティ

発電・送電

センサセンサ ビッグ
データ
ビッグ
データ

⼈⼯知能⼈⼯知能

⾃動⾞

センサセンサ
ビッグ
データ
ビッグ
データ

⼈⼯知能⼈⼯知能

道路・橋梁

センサセンサ
ビッグ
データ
ビッグ
データ

⼈⼯知能⼈⼯知能

地域ケア

ロボットロボット
通信通信 センサセンサ

ビッグ
データ
ビッグ
データ

⼯場・倉庫

個別のシステムが更に⾼度化し、分野や地域を越えて結びつき、必要なもの・サービスを
必要な⼈に対し、必要な時に、必要なだけ提供でき、社会の様々なニーズに対し、きめ
細やかに、かつ、効率よく対応できる社会


